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－北広島町（芸北地域）田尾組神楽団の上演　11月3日－

企画課からのお知らせ

12月10日（月）～平成25年1月3日（木）まで
ロマンティックイルミネーション冬物語 点灯（役場前）

教育委員会からのお知

平成25年1月3日（木）
「新成人の集い」

らせ



第
27
回
高
知
県
小
学
生
空
手
道

大
会
が
11
月
11
日
（
日
）
に
、
町

民
総
合
運
動
場
体
育
館
で
、
県
内

の
14
団
体
約
１
５
０
人
の
小
学
生

が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

開
会
式
で
は
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
空
手
道
部
の
山
�
諒
久
選

手
と
立
仙
沙
季
選
手
が
力
強
く
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

総
勢
11
名
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
で
、日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、各
競
技
で
た
く
さ
ん

の
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
中
学
年
個
人
形
の
部

優
良
賞
（
２
位
）
福
永
　
愛
唯

敢
闘
賞
（
３
位
）
立
仙
　
沙
季

●
中
学
年
団
体
形
の
部

優
秀
賞
（
１
位
）
立
仙
　
沙
季
　

福
永
　
愛
唯

門
田
　
哉
汰
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ま・ち・の・話・題

第
27
回
高
知
県
小
学
生
空
手
道
大
会

●
中
学
年
女
子
個
人
組
手
の
部

敢
闘
賞
（
３
位
）
福
永
　
愛
唯

●
高
学
年
女
子
個
人
組
手
の
部

敢
闘
賞
（
３
位
）
笠
原
　
緋
来

●
中
学
年
男
子
個
人
組
手
の
部

優
良
賞
（
２
位
）
門
田
　
哉
汰

●
男
子
団
体
組
手
の
部

優
良
賞
（
２
位
）

先
鋒
　
下
村
　
朔
弥

中
堅
　
門
田
　
哉
汰

大
将
　
山
�

累
幾

●
女
子
団
体
組
手
の
部

敢
闘
賞
（
３
位
）

先
鋒
　
永
田
　
明
唯

中
堅
　
森
本
　
麻
央

大
将
　
笠
原
　
緋
来

今
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
、
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
３
日
（
土
）
・
４
日
（
日
）

に
第
13
回
近
県
交
歓
小
学
生
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
「
野
市
カ
ッ
プ
」

高
学
年
の
部
（
３
部
）
に
出
場
し

ま
し
た
。
第
１
試
合
目
は
、
奏
ウ

ィ
ン
グ
に
２
―
１
と
逆
転
勝
利

し
、
波
に
の
っ
た
越
知
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は

第
２
試
合
目
の
介
良
潮
見
台
に
２

―
０
、
第
３
試
合
目
は
今
治
鳥
生

に
２
―
０
で
勝
利
し
、
初
め
て
の

決
勝
戦
に
臨
み
ま
し
た
。
決
勝
戦

の
相
手
は
、
夏
の
大
会
で
惜
敗
し

た
泉
野
で
す
。
第
１
セ
ッ
ト
を
取

ら
れ
た
後
、
第
２
セ
ッ
ト
目
で
取

り
返
し
、
第
３
セ
ッ
ト
目
は
１
点

を
争
う
好
試
合
の
末
、
つ
い
に
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
も
親
も
う
れ
し
涙
で
号

優
勝
お
め
で
と
う
é

越
知
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
小
学
生
バ
レ
ー
）

泣
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
に
プ
レ
ー
す
る
姿
に
感
動
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
中
嶋
先
生
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

越
知
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
、
部
員
募
集

中
で
す
。
練
習
は
毎
週
火
曜
・
木

曜
日
の
午
後
５
時
30
分
か
ら
７
時

30
分
ま
で
と
、
土
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
、
越
知
小
学
校

体
育
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
小
学
生

の
皆
さ
ん
、
練
習
の
見
学
参
加
も

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
。

越
知
Ｊ
Ｖ
Ｃ
保
護
者
会

11
月
13
日
（
火
）
に
、
町
民
会

館
に
お
い
て
、「
お
ち
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
第
６
回
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
は
、
基
本
動
作

と
複
式
呼
吸
に
よ
り
、
円
形
の
的

に
矢
を
命
中
さ
せ
て
、
得
点
を
競

う
も
の
で
す
。16
名
の
参
加
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
精
神
を
集
中
さ
せ
て
得

点
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

一
部優

　
勝

中
山
　
潤
子

準
優
勝

古
味
千
代
子

三
　
位

北
川
　
實
美

二
部優

　
勝

岡
村
　
豊
明

準
優
勝

結
城
　
佳
代

三
　
位

岡
林
　
伸
紘

お
ち
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ



展
示
部
門
は
、
特
別
企
画
展
と

し
て
、「
奇
跡
の
清
流
・
仁
淀
川
」

や「
木
浦
の
母
・
田
内
千
鶴
子
展
」

の
パ
ネ
ル
展
を
は
じ
め
、
各
サ
ー

ク
ル
の
作
品
や
町
民
の
方
の
作
品

が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
の
コ
ケ
玉
づ

く
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
多

く
の
人
々
が
楽
し
み
な
が
ら
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
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文
化
芸
術
の
秋
を
満
喫

〜
第
49
回
越
知
町
文
化
祭
〜

第
49
回
越
知
町
文
化
祭
が
、
11

月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
町
民
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
日
は
、
越
知
町
と
交
流
の
あ

る
北
広
島
町
芸
北
地
域
か
ら
、
田

尾
組
神
楽
団
が
来
町
し
、
神
楽
を

上
演
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
め
っ

た
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
楽

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
３
８
０
人

を
超
え
る
観
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
神
楽
団
の
迫
力
の
あ
る

演
技
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ

ん
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

４
日
の
芸
能
発
表
で
は
、
大
正

琴
・
舞
踊
・
コ
ー
ラ
ス
・
太
鼓
な

ど
の
参
加
者
が
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

防
犯
灯
の
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

10
月
24
日
、
四
国
電
力
㈱
様
か

ら
越
知
町
に
防
犯
灯
の
寄
贈
が
あ

り
、
役
場
に
お
い
て
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
防
犯
や
道
路

の
安
全
の
た
め
に
と
、
毎
年
同
社

か
ら
防
犯
灯
の
贈
呈
を
受
け
て
い

る
も
の
で
、
本
年
は
女
川
地
区
に

１
基
の
防
犯
灯
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
球
）が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
衛
隊
に
関
す
る
こ
と
な
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
を

11
月
12
日
、
役
場
に
お
い
て
、

「
自
衛
官
募
集
相
談
員
」
の
委
嘱

式
が
行
わ
れ
、
寺
村
晃
幸
さ
ん

（
２
区
）
が
、
自
衛
官
募
集
相
談

員
と
し
て
、
自
衛
隊
と
町
長
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
へ
の
入
隊
方
法
・
手
続

き
や
疑
問
・
質
問
な
ど
、
自
衛
隊

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
つ
い

て
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
ご
相
談
先

寺
村
　
晃
幸

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
３
５
２

消
防
水
利
点
検

秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
11
日
に
、
越
知
町
消
防
団

に
よ
る
消
防
水
利
点
検
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
点
検
は
、
火
災
発
生
時
に

速
や
か
に
消
火
活
動
を
行
う
た

め
、
毎
年
、
火
災
予
防
週
間
中
に

消
防
団
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
７
つ
の
班
に
分
か

れ
て
、
越
知
・
大
桐
地
区
の
全
て

の
消
火
栓
と
防
火
水
槽
を
点
検
・

確
認
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
、本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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「
土
佐
ツ
ム
ラ
の
森
」
越
知
中
学
生
が
薬
草
採
取

10
月
20
日「
土
佐
ツ
ム
ラ
の
森
」

協
働
の
森
づ
く
り
事
業
が
行
わ

れ
、
越
知
中
学
生
が
薬
草
の
採
取

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

中
学
生
を
は
じ
め
（
株
）
ツ
ム

ラ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
土
佐
、

高
知
県
、
越
知
町
の
職
員
ら
が
集

い
、
午
前
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ

土
佐
の
研
修
室
で
「
越
知
町
と
ツ

ム
ラ
の
つ
な
が
り
」
と
題
し
（
株
）

ツ
ム
ラ
の
歌
川
氏
か
ら
出
前
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ

土
佐
の
駄
馬
薬
草
園
に
場
所
を
移

し
、
漢
方
薬
の
原
料
と
な
る
薬
草

を
探
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
資
料
（
薬
草
の

写
真
）
を
頼
り
に
園
内
を
探
求
し

一
つ
、
ま
た
一
つ
と
見
つ
け
て
い

き
ま
す
。
集
め
た
薬
草
は
（
株
）

ツ
ム
ラ
生
薬
栽
培
グ
ル
ー
プ
山
路

氏
か
ら
個
々
の
特
徴
、
効
能
、
ど

う
い
う
場
所
を
好
み
自
生
し
て
い

る
か
な
ど
、
詳
し
く
説
明
し
て
も

ら
い
、
納
得
し
た
様
子
で
し
た
。

体
験
し
た
生
徒
の
代
表
か
ら

は
、「
薬
草
採
取
の
と
き
、
ど
れ

が
薬
草
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

写
真
を
よ
く
見
て
特
徴
を
つ
か
ん

で
取
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。」

「
今
日
は
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。
薬
草
は
、
見
分
け
る
の
が

難
し
い
と
思
っ
た
が
以
外
に
正
解

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
機
会
が

あ
れ
ば
ま
た
参
加
し
た
い
。」
と

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

関
係
者
か
ら
も
、「
草
花
の
中

に
も
薬
と
し
て
の
効
能
が
あ
る
も

の
が
、
こ
ん
な
に
多
く
あ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。」
と
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
自
然
に
親
し
み
、
触

れ
合
い
を
深
め
て
い
け
る
「
土
佐

ツ
ム
ラ
の
森
」
事
業
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

越
知
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
産
業
建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

10
月
11
日
、（
公
社
）
佐
川
・

越
知
・
日
高
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
越
知
地
区
の
会
員
や
職

員
ら
30
人
が
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
午
前
9
時
か
ら
午
前
11

時
ま
で
の
約
２
時
間
行
い
ま
し
た
。

例
年
の
よ
う
に
、
ナ
ガ
タ
ニ
エ

ン
の
枝
垂
れ
桜
周
辺
の
草
刈
り
、

高
知
県
学
童
野
球
秋
季
新
人
大
会

の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
、
町

民
総
合
運
動
場
の
周
辺
で
清
掃
、

草
刈
り
、
植
栽
の
剪
定
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仕

事
の
発
注
と
と
も
に
、
元
気
な
会

員
を
募
集
中
で
す
。（
宿
直
、
清

掃
、
農
作
業
な
ど
に
自
信
の
あ
る

方
、
大
歓
迎
で
す
）
ご
連
絡
は
事

務
局
（
町
民
総
合
運
動
場
内
　
Ｔ

Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
８
７
８
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

10
月
31
日
か
ら

デ
ジ
タ
ル
防
災
行

政
無
線
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た

新
し
い
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
が
完
成
し
、
10
月
31
日
か
ら
本

格
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
を
も
と
に
、
音
量
な
ど
の
調
整

を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気

づ
き
の
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
総
務
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

―
１
１
１
１
）
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



―5―広報おち―12月号―

ま・ち・の・話・題

アンニョンハセヨ！
今年の最後は韓国の美味し～い冬の「屋台

おやつ」について紹介したいと思います。
まず、冬のおやつとしたら私が去年から文化祭で実演販売したホットックがあります。まだ知ら

ない方々のために説明すると、シナモン入りの黒砂糖をもちもちした生地に包んで焼いた代表的な
「屋台おやつ」です。ホットックという名前でホットケーキのホット？と思う方が多いですが、この
ホットックは中国から韓国に移住してきた中国人が開発したという説が有力です。それは、韓国で
北方や西方の異民族につけた「胡

ホ

」という字に韓国語で餅を表す「トック」がついてホットックと
いう名前になったということです。熱々の出来立てがおいしく、気温が下がり始める秋から冬場に
かけて路上に屋台が出ます。最近は生地に緑茶が練りこまれたものや具にチャプチェが入ったもの
など、アレンジしたホットックも人気があります。
次は日本のタイ焼きに似ているプンオパンを紹介します。魚の形をしていることや中にアンコが

入っていることがタイ焼きにそっくりですが、「プンオ」は韓国語でフナなので、韓国ではフナ焼き
となります。タイではなくフナなので日本のタイ焼きより小さくて、中のアンコも日本より少なめ
です。日本のタイ焼きは頭からしっぽまでアンコがたっぷり入っていますが、韓国のプンオパンは
頭としっぽにはあまり入っていません。安くて手軽につまめるおやつとして人気が高い冬のおやつ
です。
次に紹介したいおやつはケランパンです。ケランは韓国語で卵なので、直訳すると卵パンになり

ます。見た目は大判焼きですが、中にあんではなく卵が入っています。鉄板に溶いた小麦粉の生地
を流し込み、そこに生卵を割り入れて作ります。パン一個あたり卵一個が入っているので栄養も取
れるこのケランパンもけっこう人気があります。ちなみに、あずきがあまり好きじゃない私の好物
でもあります（笑）。
以上で述べたおやつ以外にもおでんやクンゴグマ（焼き芋）、クンバム（焼き栗）、日本の肉まん

に似ているホッパンも冬のおやつとして人気があります。特におでんは韓国の屋台で売られている
定番メニューであり、具材の種類は日本より少ないですが、各店のこだわったスープが美味しくて
スープまで飲むのが日本と違う食べ方です。いつか皆さんが韓国に行く機会があれば、安くて美味
しい「屋台おやつ」もぜひ試してみてください！
最後に11月4日に出店した「チエちゃんのお店」のご報告。今年はALTのカルメンも初めて出店し

て好評でした。今年もおかげさまで完売～！！！たくさんの皆さんのご来店、本当にありがとうご
ざいました！カムサハムニダ～！それでは、また2013年に！

ホ
ッ
ト
ッ
ク
の
屋
台
が
路
上
に

出
る
と
そ
ろ
そ
ろ
冬
だ
な
〜
っ

て
感
じ
が
し
ま
す
。

ケ
ラ
ン
パ
ン
を
作
っ
て
い
る
様
子

で
す
。
中
に
目
玉
焼
き
を
は
さ
み

込
む
よ
う
に
形
を
作
り
ま
す
。

韓
国
の
プ
ン
オ
パ
ン
で
す
。
最
近

は
イ
ン
オ
パ
ン（
鯉
パ
ン
）と
い
う

名
前
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。

韓
国
の
ク
ン
ゴ
グ
マ
は
ド
ラ
ム

缶
の
引
き
出
し
か
ら
サ
ツ
マ
イ

モ
が
取
り
出
さ
れ
ま
す
。



―広報おち―12月号―6―

ま・ち・の・話・題

早
い
も
の
で
、
も
う
師
走
と
な

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
月
号
も
地
域
密
着
球

団
「
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ

グ
ス
」
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
な
ど
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
！

10
月
26
日
に
越
知
小
学
校
の
全

校
生
徒
な
ら
び
に
保
護
者
の
皆
さ

ま
方
を
対
象
に
、
講
演
会
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
は
越

知
町
在
住
、
吉
田
豊
彦
投
手
コ
ー

チ
で
、
テ
ー
マ
は
「
生
活
習
慣
を

見
直
そ
う
」
で
し
た
。

吉
田
コ
ー
チ
の
21
年
間
の
現
役

時
代
の
経
験
を
題
材
と
し
、
プ
ロ

野
球
選
手
の
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
、
食
事
管
理
な
ど
日
々
気
に

か
け
て
い
る
大
切
な
こ
と
を
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
吉

田
コ
ー
チ
も
小
さ
い
こ
ろ
は
、
と

に
か
く
外
で
走
り
回
り
遊
ん
で
い

☆
越
知
小
学
校
講
演
会

た
よ
う
で
す
。
身
体
が
資
本
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
健
康
的
な
規
則
正
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
。
朝
昼
夜
の
三

食
の
食
事
と
睡
眠
を
し
っ
か
り
取

る
こ
と
！
当
た
り
前
の
よ
う
な
生

活
で
す
が
、
少
し
忘
れ
が
ち
な
時

も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
選

手
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
が

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
丈
夫
な
体

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

こ
の
寒
い
冬
を
乗
り
越
え
ら
れ
る

よ
う
に
！

今
年
１
年
間
、
お
世
話
に
な
っ

た
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
10
月
27
日
に
越
知

町
役
場
か
ら
越
知
町
民
総
合
運
動

場
ま
で
の
ル
ー
ト
で
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
清
々

し
い
気
持
ち
に
な
り
、
来
年
へ
の

気
持
ち
の
切
り
替
え
と
な
る
日
に

☆
ド
ッ
グ
ス
清
掃
活
動

な
り
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
環
境
で

好
き
な
野
球
を
し
、
夢
を
追
い
か

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
以

上
、
必
死
に
取
り
組
み
、
来
季
こ

そ
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
フ
ラ
ッ
グ
を

つ
か
み
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

11
月
10
日
、
恒
例
の
「
お
な
ば

れ
」
に
松
本
英
明
選
手
が
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
商
店
街

を
皆
さ
ん
と
練
り
歩
い
た
松
本
選

手
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
触
れ

合
え
て
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
！

☆
お
な
ば
れ

「
今
年
を
振
り
返
っ
て
」

今
年
は
ナ
イ
タ
ー
元
年
と
し

て
、
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
が
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し

て
怪
我
人
が
多
く
、
ま
た
小
さ
な

ミ
ス
が
重
な
り
、
悪
い
流
れ
を
断

ち
切
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待

に
こ
た
え
ら
れ
ず
、
申
し
訳
な
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。ま
た
、

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
越
知
町
の
皆
さ
ま

方
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
協
賛
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
越
知
町
で
勝
ち
越

し
、
２
０
０
９
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
フ
ラ
ッ
グ
を
つ
か
み
取
り
、
王

者
奪
還
を
目
標
と
し
て
チ
ー
ム
一

同
始
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
、
ご

声
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

☆
定
岡
監
督
挨
拶

11
月
よ
り
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン

グ
ド
ッ
グ
ス
で
農
業
事
業
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
木
屋
信

明
（
き
や
　
の
ぶ
あ
き
）
で
す
。

高
校
卒
業
ま
で
過
ご
し
た
高
知
に

20
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、

県
民
球
団
で
あ
る
高
知
フ
ァ
イ
テ

ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
活
動
を
通
じ

て
高
知
の
活
性
化
の
役
に
立
て
る

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

野
球
と
農
業
は
全
く
別
の
分
野

で
す
が
、
球
団
な
ら
で
は
の
農
業

事
業
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り

あ
げ
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
越
知
町
を

盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
越

知
町
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
も
、

色
ん
な
と
こ
ろ
に
顔
を
出
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
職
員
紹
介



さ
て
、
こ
こ
で
告
知
で
す
。

日
本
の
文
化
は
す
ば
ら
し
い
と

い
い
な
が
ら
あ
き
ら
か
に
外
国
由

来
の
文
化
で
す
が
、
こ
の
柔
軟
性

も
日
本
の
魅
力
で
す
よ
ね
（
笑
）。

今
年
も
や
り
ま
す
。
横
畠
青
年

団
と
の
共
催
で
す
。
詳
細
は
、
ポ

ス
タ
ー
や
ブ
ロ
グ
な
ど
で
お
知
ら

せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！
た
く

さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
♪

●
10
〜
11
月
の
活
動
●

横
畠
い
も
煮
会
、
文
化
祭
、
大

桐
地
区
運
動
会
、
神
祭
、
三
宝
様
、

大
タ
ヲ
峠
紅
葉
狩
り
ツ
ア
ー
、
シ

ョ
ウ
ガ
、自
分
の
田
ん
ぼ
の
脱
穀
、

な
ど
　
　
　
　

―7―広報おち―12月号―

ま・ち・の・話・題

～おちなまいにち～
http://ochinahi.blog.fc2.com/

携帯でも見られます。

ぜひのぞきに来てください♪

秋
を
通
り
越
し
て
冬
に
な
り
ま

し
た
ね
。「
北
海
道
出
身
な
ら
寒

な
い
ろ
！
」
と
誰
か
ら
も
言
わ
れ

ま
す
が
、私
だ
っ
て
寒
い
が
で
す
。

先
月
の
お
ち
駅「
新
米
フ
ェ
ア
」

で
は
、
食
べ
比
べ
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？
同
じ
お

米
で
も
こ
う
も
違
う
も
の
か
と
、

私
に
と
っ
て
は
目
か
ら
鱗
で
し

た
。
水
に
、
土
質
に
、
寒
暖
の
差
。

そ
し
て
作
り
手
の
技
術
。
そ
う
い

う
条
件
が
ピ
タ
ッ
と
合
っ
て
初
め

て
生
み
出
さ
れ
る
お
米
の
美
味
し

さ
。
ほ
ん
と
に
奥
深
い
お
米
づ
く

り
の
世
界
に
、
さ
ら
に
興
味
が
湧

き
ま
し
た
。

さ
て
、
８
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た

「
世
界
と
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
ナ
イ

ト
シ
ア
タ
ー
」。
み
ん
な
で
映
画

を
観
て
、
美
味
し
い
お
菓
子
を
食

べ
て
、
映
画
に
つ
い
て
話
す
、
と

い
う
こ
の
企
画
で
は
、
私
た
ち
の

生
活
と
実
は
直
に
繋
が
っ
て
い
る

の
に
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
、
を
扱
っ
た
作
品
を
皆
さ

ん
で
観
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
回
は
そ
の
第
三
弾
！
今
回
の

上
映
作
品
は
、「
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
の
真
実
」（
２
０
０
８
年
イ

ギ
リ
ス
）
と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
は
、
越
知
の
皆
さ
ん

も
よ
く
飲
ま
れ
ま
す
よ
ね
。で
も
、

私
た
ち
が
手
軽
に
飲
ん
で
い
る
コ

ー
ヒ
ー
が
、
地
球
の
裏
側
に
住
む

人
々
の
貧
困
を
前
提
に
し
て
い
る

と
し
た
ら
？
農
産
地
で
あ
る
越
知

の
方
々
と
こ
そ
観
た
い
映
画
で
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
マ
イ

カ
ッ
プ
、
マ
イ
皿
持
参
で
来
て
く

だ
さ
い
ね
！

「
世
界
と
つ
な
が
る
カ
フ
ェ

ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
」
第
三
弾

【
日
　
時
】12
月
15
日
（
土
）

午
後
５
時
30
分
開
場

午
後
６
時
開
始

【
場
　
所
】横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

3
階

【
参
加
料
】５
０
０
円

（
美
味
し
い
お
菓
子
代

含
む
）

【
申
込
み
】要
予
約
（
川
合
０
９
０

―
３
７
７
７
―
２
９
３
６
）

当
日
受
付
も
O
K
で
す

が
、
お
菓
子
が
行
き
渡

ら
な
い
場
合
は
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
主
　
催
】世
界
と
つ
な
が
る
カ
フ

ェ
実
行
委
員
会

【
後
　
援
】横
倉
山
自
然
の
森
博
物

館
、
G
、
S
O
E
L

※
前
回
の
上
映
D
V
D
「
ミ
ツ
バ

チ
の
羽
音
と
地
球
の
回
転
」
は
、

企
画
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
６

４
）
に
て
貸
出
し
て
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

★
ブ
ロ
グ
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

「
土
佐
の
里
山
だ
よ
り
」

http://rinajan.blog55.fc2.com

県
道
沿
い
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が

す
ご
く
き
れ
い
。

越
知
の
行
事
に
参
加
し
て
い

て
、
日
本
の
文
化
っ
て
す
ば
ら
し

い
な
と
思
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

習
字
。
生
け
花
。
武
道
。
和
太
鼓
。

神
祭
。
お
茶
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

動
き
に
意
味
が
あ
っ
て
、
心
遣
い

が
あ
っ
て
。
繊
細
で
、
優
雅
。
越

知
に
は
、
い
ろ
ん
な
文
化
サ
ー
ク

ル
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
私
も
何
か

や
り
た
い
な
あ
。

★クリスマス会★

日付　12月22日（土）

場所　横畠小学校

芸術の秋ですね。文化祭にて。
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越知町人事行政の運営等に関する状況
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■「ときめきパーティー　バレンタイン 平日版」
【日　　時】平成25年2月13日（水）

午後7時～午後9時30分（受付午後6時30分）
【場　　所】ホテル日航高知旭ロイヤル（高知市九反田）
【定　　員】男性25名　女性25名
【参加対象】高知県内在住の30歳以上40歳以下の独身男女

※学生不可　年齢は平成24年4月1日時点

●参加費 ときめきパーティー バレンタイン スポーツ
男女とも 5,000円

ときめきパーティー バレンタイン ＭＡＸ
ときめきパーティー バレンタイン 平日版

男女とも 3,500円

―13―広報おち―12月号―

場広報情

毎月第3日曜日は「家庭の日」
「家庭の日」の標語　 2 3 年度優秀標語⑨

母の心　料理と同じ　ぬくもりだ
青少年育成越知町民会議

高知・であいのきっかけ　ときめきパーティー開催のお知らせ

高知県は、独身者に出会いのきっかけを提供する場として2月に3回、3か所で「高知・であいのきっかけ　と
きめきパーティー」を開催します。開催概要は次の通りです。多数の方のご応募をお待ちしています！

◆お問い合わせ・お申し込み先
「ときめきパーティー開催事務局」
〒780－0805 高知市東雲町3－10

（株）高知広告センター内
TEL.088－885－1130 FAX.088－885－1100
HP：http://www.kochi-tokimeki.com
または　高知ときめきパーティー2012 で検索
モバイル：http://www. kochi-tokimeki.com/mobile/ 
e-mail：deai@ kochi-tokimeki.com

●主　　催　高知県

■「ときめきパーティー　バレンタイン　スポーツ」
【日　　時】平成25年2月3日（日）

午前10時～午後6時（受付午前9時30分）
【場　　所】サンピアセリーズ（高知市高須）
【定　　員】男性20名　女性20名
【参加対象】高知県内在住の25歳以上35歳以下の独身男女

※学生不可　年齢は平成24年4月1日時点

■「ときめきパーティー　バレンタイン　ＭＡＸ」
【日　　時】平成25年2月9日（土）

午後4時～午後8時（受付午後3時30分）
【場　　所】三翠園（高知市鷹匠町）
【定　　員】男性72名　女性72名
【参加対象】高知県内在住の25歳以上40歳以下の独身男女

※学生不可　年齢は平成24年4月1日時点 ◎ 各回共通
【募集期間】12月1日（土）から平成25年1月5日（土）
※応募者多数の場合は、抽選となります。
1月中旬に当選・落選通知を事務局より送付します。

【申込方法】
ハガキ、FAX、メール、パソコン・携帯のホームペ
ージの申込フォームより応募
参加希望会場、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、年齢、職業、電話番号、e-mailア
ドレスを明記の上、お申し込みください。
※記入漏れの場合は無効となりますので、必ず明記
してください。

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど
も
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ

て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り
（
佐
川
町
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０
―
０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
３
―
２
９
２
２

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す



月

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

休　み

休　み

休　み

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

休　み

休　み

休　み

休　み

休　み

平　常

休　　　み

休　　　み

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～正午

休　　　み

休　　　み

休　　　み

午前8時30分～午後4時
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場広報情

電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
事
業
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て

年
末
年
始
は
、
い
つ
も
ご
み
を

出
し
て
い
る
曜
日
と
異
な
っ
て
い

る
地
区
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
十
分

確
認
し
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
、

指
定
さ
れ
た
日
以
外
に
は
、
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
で
管
理
し
て
い
る
施

設
で
す
。

地
域
で
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6
―
1
1
1
4

【
ご
み
】

年
末
の
29
日
か
ら
31
日
は
清
掃

セ
ン
タ
ー
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

ご
み
を
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

持
ち
込
む
と
き
は
、
可
燃
ご
み
・

不
燃
ご
み
・
資
源
ご
み
・
粗
大
ご

み
に
分
別
し
、
降
ろ
し
や
す
い
状

態
に
し
て
早
め
に
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
５
㎏
に
つ
き
30
円

の
手
数
料
が
必
要
で
す
。）

な
お
、
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
に

限
り
各
家
庭
に
年
１
回
、
無
料
処

理
券（
有
効
期
限
12
月
28
日
ま
で
）

を
発
行
し
ま
す
。
必
要
な
方
は
、

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
し
尿
】

年
末
年
始
の
し
尿
の
汲
み
取
り

は
申
し
込
み
が
殺
到
し
、
対
応
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
め

に
汲
み
取
り
業
者
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
汲
み
取
り
業
者

越
知
衛
生

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6
―

0
5
9
1

高
吾
北
衛
生
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6
―

1
0
5
3

佐
川
衛
生

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
2
―

1
2
9
0

【
火
葬
】

高
吾
苑
は
、
１
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
の
間
休
み
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
受
付
業
務
は
年
末
年
始
も

平
常
ど
お
り
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
2
6
―
0
3
0
5
）
で
受
け

付
し
ま
す
。

日 曜日
受 付 時 間 受付時間 火葬業務 受付業務

12

1

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

2

3

4

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

清掃センター 衛生センター 高　　吾　　苑

越
知
保
育
園
の
運
営
費
の
一
部

に
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
年
間
交
付
金
額
】

４，

４
０
０，

０
０
０
円

【
使
途
内
容
】

保
育
士
の
給
与

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と

は
、
電
気
事
業
者
が
設
置
し
た
水

力
発
電
施
設
（
筏
津
ダ
ム
、
仁
淀

川
第
三
発
電
所
）
の
円
滑
な
設
置

の
た
め
、
所
在
市
町
村
が
実
施
す

る
各
種
の
振
興
対
策
事
業
の
た
め

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

越
知
町
で
は「
福
祉
対
策
措
置
」

と
し
て
「
保
育
所
運
営
費
」
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

10
月
の
消
防
団
の
活
動
状
況
は

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
と
、
温
か
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◎
火
災
出
動
　
１
件

（
延
日
数：

１
日
、

延
人
員：

35
人
）

◎
訓
練
出
動
　
１
件

（
延
日
数：

１
日
、

延
人
員：

28
人
）

◎
捜
索
出
動
　
０
件

◎
警
戒
出
動
　
０
件

◎
予
防
出
動
　
０
件

◎
水
防
出
動
　
０
件

新
規
入
団
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。入

団
に
関
す
る
こ
と
は
、
お
近

く
の
消
防
団
員
、
も
し
く
は
役
場

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

広
報
お
ち
11
月
号
２
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
「
越
知
中
学

生
が
（
農
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ

フ
土
佐
を
視
察
研
修
」
の
内
容

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤

山
中
　
登
雄

正

山
中
　
嘉
壽
馬

消
防
団
の
活
動
状
況

（
平
成
24
年
10
月
）
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「固定資産税の住宅用地等の申告書」について

町税の納税には、日ごろからご協力をいただきありがとうございます。
昨年の配布に引き続き、今年も「固定資産税の住宅用等の申告書」と「固定資産税の住宅用等の申告書の手

引き」の配布をさせていただきます。
この申告は、固定資産税において町民の皆さまが税負担に対して受けられる控除が適正に適用されているか、

また税負担において公平性が保たれているかを調査するための重要な書類となります。
（※住宅用地には、特に税負担を軽減する特例措置の適用があります。また課税誤りには、還付金など（最長
10年）や遡及課税（最長5年）が発生することもあります）

町民の皆さまには、お手間をお掛けいたしますが、下記の事項に該当する固定資産の所有者や納税者の方は、
申告書の提出が必要となりますので、よろしくお願いいたします。

（1）住宅を新築・増築された場合
（2）住宅を全部または一部取り壊した場合
（3）住宅を建て替えている（または建て替える予定である）場合
（4）家屋の全部または一部の用途を変更した場合（住宅から店舗、店舗から住宅に変更した場合など）
（5）土地の用途（利用状況）を変更した場合（農地などで利用していた土地を駐車場として利用するよう

になった場合など）
（6）その他（固定資産税の課税内容と実際の状態を比較して違いが生じている場合）

※前回の申告から変更や異動などがない場合、提出は不要です。

各事業所ならびに各事業者の皆さまには、日ごろから納税についてご協力をいただきありがとうございます。
今年も平成25年度固定資産税（償却資産）の申告書を12月中に各事業者さまへお送りさせていただきます。
※今年は、住民税などの申告書（減価償却資産）の確認により新たに償却資産の申告が必要だと思われる事
業者さまへ送付をさせていただいております。

【各申告書の提出期限】 平成25年1月31日まで

◆申告書に対するご質問などは、税務課までお問い合わせください。
税務課　　TEL26－1383（資産税係）

平成25年度　固定資産税（償却資産）申告について

一酸化炭素中毒を防ごう

※一酸化炭素中毒とは・・・
一酸化炭素は、無色・無臭で気付きにくく、人体に有毒な気体です。締め切った室内で石油暖房機やコンロ

など火気を長時間使用すると発生します。中毒症状は、頭痛・耳鳴り・めまい・吐き気などがあります。さら
に症状が進むと手足がしびれて身体の自由がきかなくなり、ついには意識を失って倒れてしまい、そのまま死
に至ってしまいます。
最近、食品工場や業務用厨房施設で多発していますので注意しましょう。
自動車などの排気ガスには多量の一酸化炭素が含まれています。吸い込まないようにしましょう
※一酸化炭素中毒の対処法
こまめな換気が重要です。特に最近の住宅は機密性が高くなっていますので、３０分～１時間を目安に換気

をしましょう。
もし一酸化炭素が発生したら、落ち着いて窓を開け、新鮮な空気を取り込むようにしましょう

【中毒患者の救出時の注意点】
・救出者が共倒れする危険性があるので、タオルなどで口・鼻を覆い、息を止めて部屋の換気を行う。
・連れ出す時は引きずるようにする。意識があっても歩かせない。
・軽症であっても必ず医療機関で受診する。（数日後、数週間後に障害が現れることがあります。）

◆救急（病院紹介）のお問い合わせ先
高吾北消防署　　TEL26－2111 仁淀川分署　　TEL35－0017
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ë募集・案内 ê

越
知
保
育
園
で
は
、
平
成
25
年
度
入

園
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間

内
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
る
と
入
園
が
難

し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
町
外
の
保
育
園
（
公
・
私
）
へ
の
入

園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
越
知
保
育

園
に
申
込
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

【
受
付
期
間
】

12
月
３
日
か
ら
25
日

【
受
付
場
所
】

越
知
保
育
園
２
階
事
務
室

【
対
象
年
齢
】

満
６
ケ
月
〜
就
学
前

＊
出
生
予
定
の
お
子
さ
ん
や
、
25
年
度

途
中
の
入
園
希
望
の
お
子
さ
ん
も
、
受

付
期
間
内
に
入
園
の
予
約
の
申
し
込
み

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
入
園
基
準
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

◎
親
の
就
労
に
よ
り
、
日
中
子
の
保
育

が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
。

◎
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
出
産
後
間
が
な

い
こ
と
。

◎
親
の
疾
病
や
障
害
な
ど
に
よ
り
、
日

中
子
の
保
育
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

◎
親
が
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の

災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
。

◎
そ
の
他
子
供
を
保
育
で
き
な
い
特
別

の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
合
。

※
求
職
中
で
あ
っ
て
も
入
所
申
し
込
み

は
で
き
ま
す
が
、
家
庭
の
状
況
な
ど

を
勘
案
し
判
定
し
ま
す
。

【
保
育
時
間
等
】

原
則
と
し
て
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で
で
す
。

土
曜
日
は
、午
前
11
時
30
分
ま
で
で
す
。

【
保
育
料
】

保
護
者
の
平
成
24
年
分
の
所
得
税
お

よ
び
平
成
24
年
度
分
の
住
民
税
を
基
に

決
定
し
ま
す
。

保
育
料
の
決
定
は
、
４
月
初
め
に
な

り
ま
す
。

【
延
長
保
育
】

保
護
者
の
勤
務
時
間
や
家
庭
の
状
況

に
よ
り
必
要
な
場
合
、
朝
は
午
前
７
時

40
分
か
ら
、
夕
方
は
午
後
６
時
ま
で
の

間
延
長
し
て
保
育
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園
　
山
本
、
山
中

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

越
知
幼
稚
園
で
は
、
平
成
25
年
度
入

園
の
園
児
に
つ
い
て
、
次
の
要
領
に
よ

り
入
園
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
入
園

を
希
望
さ
れ
る
ご
家
庭
は
、
受
付
期
間

内
に
願
書
の
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

12
月
３
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で

【
対
象
年
齢
】

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
。（
平
成
19

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
22
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

【
保
育
時
間
等
】

＊
平
常
保
育

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

＊
預
か
り
保
育

平
常
保
育
時
間
を
超
え
て
保
育
を
必

要
と
す
る
幼
児
の
た
め
に
、
預
か
り
保

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

午
後
３
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

＊
夏
休
み
・
春
休
み
預
か
り
保
育

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分

ま
で
。

【
授
業
料
】

幼
稚
園
授
業
料
と
し
て
、
月
額
５，

５
０
０
円
（
越
知
町
外
６，

５
０
０
円
）

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

預
か
り
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
、

月
額
３，

０
０
０
円
。
夏
季
預
か
り
保

育
は
月
額
５，

０
０
０
円
が
別
途
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
願
書
等
の
提
出
】

入
園
願
書
は
、
幼
稚
園
ま
た
は
住
民

課
受
付
に
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
の
上
、

幼
稚
園
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
３
・
４
歳
児
で
入
園
中

の
園
児
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
願
書
な

ど
の
提
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
入
園
の
決
定
】

１
月
末
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７

越
知
保
育
園

越
知
幼
稚
園

平成25年度　保育園・幼稚園入園のお知らせ



有
害
鳥
獣
侵
入
防
止

柵
（
電
気
柵
な
ど
の

設
置
）
の
平
成
25

年
度
要
望
に
つ
い
て
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◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

町
民
会
館
　
　
　
　
大
原
・
金

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
５
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

英
会
話
教
室

参
加
者
募
集

越
知
町
国
際
交
流
協
会
で
は
新

し
く
着
任
し
ま
し
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
に
よ
る
教
室
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
で
英
会
話

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

◎
ル
ー
ク
先
生

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
）

上
級

【
日
時
】
毎
週
木
曜
日

午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

【
場
所
】

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
カ
ル
メ
ン
先
生

（
カ
ナ
ダ
出
身
）

初
級

【
日
時
】
毎
週
火
曜
日

午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

中
級

【
日
時
】
毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

【
場
所
】
本
の
森
図
書
館
３
階

【
参
加
資
格
】

越
知
町
国
際
交
流
協
会
会
員
で

あ
る
こ
と（
年
会
費
１
０
０
０
円
）

「
新
成
人
の
集
い
」

の
ご
案
内

広
報
11
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
平
成
25
年
１
月
３
日

（
木
）
越
知
町
民
会
館
に
お
い
て
、

平
成
24
年
度
新
成
人
の
集
い
を
行

い
ま
す
。

対
象
者
の
皆
さ
ん
に
招
待
状
を

発
送
し
ま
し
た
が
、
越
知
町
に
住

所
が
な
く
招
待
状
が
届
い
て
な
い

方
で
、出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
報
告
・
捕
獲
実
績
と
も
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
対
策
と
し
て
鳥
獣
被
害
防
止

施
設
（
電
気
柵
な
ど
）
が
、
資
材

費
の
み
の
定
額
補
助
と
な
り
ま
し

た
。
対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
電
気
柵
・
ネ
ッ
ト
柵
　
　

・
金
網
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メッ
シ
ュ
柵
　
　

基
本
的
に
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
団
（
３
戸
以
上
の
受
益
者
）

の
農
地
が
対
象
と
な
り
、
設
置
条

件
に
よ
っ
て
は
自
己
負
担
が
発
生

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
電
気
柵
な
ど
の

設
置
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
12

月
25
日
（
火
）
ま
で
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
算
範

囲
内
で
の
事
業
実
施
と
な
る
た

め
、
ご
期
待
に
沿
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課
内
　

越
知
町
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

県
で
は
、「
地
震
・
津
波
か
ら

命
を
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
？
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
東
日

本
大
震
災
の
津
波
か
ら
、
多
く
の

小
中
学
生
が
生
き
延
び
た
、
岩
手

県
釜
石
市
の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
お
招
き
し
て
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】

12
月
18
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
開
演

（
午
後
６
時
開
場
）

【
場
所
】

高
知
新
聞
放
送
会
館
６
階

高
新
Ｒ
Ｋ
Ｃ
ホ
ー
ル

【
内
容
】

「
巨
大
津
波
想
定
に
向
か
い
合

う
防
災
を
考
え
る
」

【
講
師
】

群
馬
大
学
大
学
院

片
田
敏
孝
　
教
授

【
入
場
料
】

無
料

【
申
込
期
限
】

12
月
12
日
（
水
）
ま
で

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
設
け
て
い
ま

す
（
生
後
６
ヶ
月
〜
９
歳
ま
で
）。

ご
利
用
の
方
は
、
お
子
様
の
お

名
前
、
年
齢
、
緊
急
時
連
絡
先
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
南
海
地
震
対
策
課

企
画
調
整
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
３
―
９
７
９
８

震
災
に
強
い
人
・
地

域
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
講
演
会

陶
芸
教
室
の

ご
案
内

緑
に
囲
ま
れ
た
工
房
で
、
て
び

ね
り
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
方
で
も
安
心
！

仕
上
が
り
ま
で
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
ご
指
導
い
た
し
ま
す
。

【
費
用
】

１，

５
０
０
円

（
粘
土
６
０
０
ｇ
・
焼
成
代
を

含
み
ま
す
）

【
所
要
時
間
】

約
１
時
間
〜
１
時
間
30
分

◎
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

◎
ご
希
望
の
方
は
、
日
時
を
電
話

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
ご
連
絡
先

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
‐
Ｇ
Ａ

越
知
町
11
区
　
北
川
和
可

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
０
４
１

携
帯
０
９
０
―
４
５
０
０
―
０
０
５
９
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会
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新
春
恒
例
の
「
囲
碁
・
将
棋
大

会
」を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◎
囲
碁
大
会

【
日
時
】

平
成
25
年
１
月
６
日
（
日
）

午
前
９
時
受
付
　
　

午
前
９
時
30
分
対
局

【
場
所
】

町
民
会
館
　
１
階
和
室

【
参
加
資
格
】

高
吾
北
地
区
・
日
高
村
の
方
、

そ
の
他
の
地
区
で
も
越
知
町
出
身

の
方
は
参
加
で
き
ま
す
。

【
競
技
規
定
】

日
本
棋
院
の
規
定
に
準
ず
る
。

互
先
六
目
半
コ

ミ
ダ
シ
、
五
面

打
、
段
級
差
一

目
、
ス
イ
ス
方

式
で
行
う
。

【
参
加
費
】

１，

０
０
０
円

（
昼
食
代
を
含
む
）

【
申
込
期
限
】

12
月
27
日
（
木
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
　

酒
井
清
富

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
５
０
４

町
民
会
館
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

◎
将
棋
大
会

【
日
時
】

平
成
25
年
１
月
６
日
（
日
）

午
前
９
時
受
付
　
　

午
前
９
時
30
分
対
局

【
場
所
】

町
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

【
参
加
資
格
】

特
に
定
め
ま
せ
ん

【
競
技
規
定
】

日
本
将
棋
連
盟
の
規
定
に
準
ず

る
。
超
Ａ
級
・
Ａ
級
・
Ｂ
級
・
Ｃ

級
の
各
段
級
別
に
よ
り
行
う
。

【
参
加
費
】

大
人
　
　
　
　
１，

５
０
０
円

中
学
生
以
下
　
１，

０
０
０
円

（
昼
食
代
を
含
む
）

【
申
込
期
限
】

12
月
27
日
（
木
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
野
憲
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
０
６
３

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
従
来
か
ら
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

に
加
え
、
12
月
１
日
か
ら
、
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電

話
を
お
持
ち
の
方
に
も
、
緊
急
地

震
速
報
や
、
越
知
町
が
発
令
す
る

災
害
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

こ
の
情
報
は
、
住
民
だ
け
で
な

く
、
通
勤
・
通
学
中
な
ど
で
、
一

時
的
に
越
知
町
エ
リ
ア
に
い
る
方

に
も
緊
急
情
報
が
提
供
さ
れ
る
も

の
で
す
。

◆
配
信
す
る
情
報

①
緊
急
地
震
速
報
②
避
難
準
備

情
報
③
避
難
勧
告
④
避
難
指
示
⑤

警
戒
区
域
情
報
⑥
土
砂
災
害
警
戒

情
報
⑦
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃

情
報
⑧
大
規
模
テ
ロ
情
報
な
ど

※
注
意
事
項

一
部
機
種
に
は
、
受
信
設
定
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
近
く
の
各
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
消
防
防
災
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

携
帯
電
話
に
も
緊
急
地

震
速
報
や
災
害
情
報

を
伝
達
し
ま
す

情
報
伝
達
訓
練

の
お
知
ら
せ

【
日
時
】

12
月
３
日
（
月
）

午
前
10
時
20
分
ご
ろ

南
海
地
震
に
備
え
、
県
民
の
皆

さ
ま
の
携
帯
電
話
へ
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
に
よ
り
「
避
難
指
示
」
を

伝
達
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

実
際
に
南
海
地
震
が
起
こ
っ
た

時
も
、
同
じ
よ
う
な
メ
ー
ル
が
届

き
ま
す
。

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
対
応
し
て

い
な
い
携
帯
電
話
も
あ
り
ま
す
。

対
応
す
る
機
種
は
各
携
帯
電
話
会

社
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
携
帯

電
話
の
機
種
に
よ
っ
て
は
受
信
で

き
る
よ
う
に
設
定
が
必
要
で
す
。

※
訓
練
当
日
は
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド

に
し
て
い
て
も
鳴
り
ま
す
の
で
、

授
業
や
会
議
、
病
院
、
映
画
館
な

ど
、
音
が
鳴
っ
て
は
な
ら
な
い
場

合
は
、
必
ず
電
源
を
切
っ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
南
海
地
震
対
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
３
―
９
０
９
６

女
性
特
有
の
が
ん

検
診
の
お
知
ら
せ

今
年
度
最
後
の
子
宮
が
ん
検

診
・
乳
が
ん
検
診
を
左
記
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
検
診
を
希
望
さ
れ

る
方
で
、
申
し
込
み
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】

１
月
９
日
（
水
）

１
月
13
日
（
日
）

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
受
付
時
間
（
予
定
）】

◎
子
宮
が
ん
検
診

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
45
分

（
午
前
の
み
）

◎
乳
が
ん
検
診

午
前
８
時
40
分
〜
午
後
３
時

（
完
全
予
約
制
）

【
子
宮
が
ん
検
診
】

20
歳
以
上
の
女
性
…
９
０
０
円

（
非
課
税
、
70
歳
以
上
無
料
）

※
奇
数
年
齢
は
２，

５
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

40
歳
以
上
の
女
性１，

０
０
０
円

（
非
課
税
、
70
歳
以
上
無
料
）

※
奇
数
年
齢
は
４，

０
０
０
円

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１
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☆
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を

楽
し
も
う
☆

も
う
す
ぐ
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
ね
。

幼
稚
園
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

飾
り
を
作
っ
た
り
し
て
遊
ん
で
い

ま
す
。
一
緒
に
遊
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

【
日
時
】

12
月
13
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７

幼
稚
園
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
お
知
ら
せ

12
月
28
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

の
間
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は
休
み
で

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
須
内
・
岡
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
は「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」

や
「
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
な
ど

が
あ
り
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
12
月
の
予
定
☆

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
10
日
（
月
）

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

※
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
品
物
な

ど
で
買
い
物
を
楽
し
も
う
。

◎
14
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

☆
特
別
企
画
☆

（
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

◎
18
日
（
火
）

※
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
合
同

企
画
で
す
。

※
対
象
は
、
６
歳
ま
で
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
で
す
。

※
お
や
つ
持
参
で
来
て
ね
。

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
！

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】

越
知
保
育
園

―
山
は
川
の
生
み
の
親
―

越
知
町
黒
森
山
植
樹
第
６
弾

仁
淀
川
の
森
に
、木
を
植
え
よ
う
！

ク
ヌ
ギ
な
ど
広
葉
樹
の
森
の
木

を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
生
物
的

な
多
様
性
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、

森
が
持
つ
水
の
保
水
力
お
よ
び
、

浄
化
力
を
高
め
、
山
と
里
と
川
の

豊
か
な
自
然
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

【
実
施
日
】

12
月
９
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

※
植
樹
作
業
は
正
午
ま
で

【
集
合
場
所
】

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

午
前
８
時
15
分
集
合

（
バ
ス
の
送
迎
あ
り
）

※
現
地
集
合
の
方
は
午
前
９
時
50

分
に
黒
森
山
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。

【
植
樹
場
所
】
黒
森
山

【
参
加
費
】
無
料

【
持
参
す
る
物
】

昼
食
・
飲
み
物
・
植
樹
の
で
き

る
服
装

【
申
込
締
切
】

12
月
７
日
（
金
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
６
４

◎
主
催

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
・
公
益

社
団
法
人
高
知
県
森
と
緑
の
会

こ
の
事
業
は
、ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の

『
四
国
の
水
・
森
に
、感
謝
』事
業
の

助
成
を
受
け
実
施
し
ま
す
。

苗
木
を
無
料
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

越
知
町
森
と
緑
の
会
で
は
、
緑

の
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
「
地

域
緑
化
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。
植
樹
に
よ
り
、
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
憩
い
空
間
を
創
り
、
親

し
み
の
あ
る
緑
あ
ふ
れ
る
環
境
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
､
植
樹
を

希
望
す
る
個
人
・
団
体
・
グ
ル
ー

プ
に
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も

の
で
す
。

個
人
の
場
合
、
各
人
３
本
ま
で
、

団
体
・グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
内
容
検

討
の
上
、決
定
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

な
お
、予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、希
望
本
数
に
沿
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
配
布
樹
種
】

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
、
ボ
タ
ン
ザ
ク
ラ
、
ヤ
エ
ザ
ク

ラ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
オ
ン
ツ

ツ
ジ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
ヒ
メ
リ
ン

ゴ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ハ
ナ
モ
モ

（
赤
色
）、
青
梅
（
実
が
大
き
い
も

の
）、
小
梅

【
申
込
方
法
】

希
望
樹
種
本
数．
住
所．
氏
名．

連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

平
成
25
年
１
月
７
日
（
月
）

【
配
布
日
】

２
月
中
旬
　

【
配
布
場
所
】

産
業
建
設
課
　

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課
内

「
越
知
町
森
と
緑
の
会
事
務
局
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
６
０
０

宇
佐
半
島
コ
ー
ス

【
日
時
】

12
月
11
日
（
火
）

午
前
8
時
40
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
駐
車
場
集
合

午
前
8
時
50
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
駐
車
場
出
発

午
後
5
時

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
い
の
―
宇
佐
―
高
知
―

い
の
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
を
利
用
し
て
実
施
す
る

・
参
加
料
３
’
５
０
０
円

（
お
弁
当
代
を
含
む
）

・
集
合
時
間
厳
守

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
小
雨
決
行

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野
（
３
区
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８

歩
こ
う
会
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人
々
も
そ
の
一
部
を
利
用
し
た
と

思
わ
れ
る
。
高
知
城
下
か
ら
松
山

ま
で
は
、
越
知
町
ま
で
の
松
山
街

道
と
そ
れ
か
ら
分
か
れ
て
、
森
往

還
を
通
り
、
仁
淀
川
沿
い
に
行
く

「
久
万
街
道
」
が
あ
り
、
龍
馬
は

何
ら
か
の
目
的
で
こ
の
道
を
通

り
、
岩
川
の
「
板
屋
」
に
滞
在
し

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
そ
の
際
龍
馬
に
出
し
た

湯
呑
と
盆
を
、
板
屋
の
娘
が
西
隣

の
集
落
の
窪
田
へ
嫁
ぐ
際
、
嫁
ぎ

先
に
持
っ
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と

ま
で
わ
か
っ
た
。

龍
馬
の
脱
藩
の
道
（
ル
ー
ト
）

に
つ
い
て
は
、
佐
川
町
と
旧
葉
山

村
と
の
境
に
あ
る
朽
木
峠

く
ち
き
と
う
げ

を
越
え

て
梼
原
に
行
く
”梼
原
ル
ー
ト
“
が

今
日
で
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
司

馬
遼
太
郎
の
小
説『
竜
馬
が
ゆ
く
』

で
は
、
龍
馬
が
先
述
の
「
板
屋
」

に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
岩
川
を
通
る
「
久
万
街
道
」
及

び
そ
の
一
部
で
る
「
三
嶽
越
」
が

脱
藩
の
道
で
あ
ろ
う
と
記
述
し
て

い
る
。

一
方
、
こ
れ
と
は
別
に
、
当
時

松
山
街
道
の
焼
坂
の
手
前
で
茶
店

を
営
ん
で
い
た
と
い
う
越
知
町
栂つ

が

の
森
の
住
民
の
話
の
中
に
、「
か
つ
て

こ
こ
を
龍
馬
が
通
っ
た
・・・
」
と
い

う
話
も
伝
わ
っ
て
い
て
、
越
知
町

も
龍
馬
と
全
く
無
縁
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
今
の
う
ち

No.123”三
嶽
古
道
“
は
、か
つ
て
源
平

合
戦
の
屋
島
檀
ノ
浦
の
戦
い
に
敗

れ
た
安
徳
天
皇
一
行
が
、
旧
仁
淀

村
谷
山
か
ら
「
三
嶽
越

み
た
け
ご
え

」
を
経
て

横
倉
山
へ
落
ち
延
び
て
来
た
道
と

い
わ
れ
て
お
り
、ま
た
幕
末
に
は
、

坂
本
龍
馬
の
脱
藩
を
助
け
道
案
内

を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
土
佐
藩

参
政
・
吉
田
東
洋
の
暗
殺
に
も
加

わ
っ
た
那
須
信
吾
ら
が
逆
コ
ー
ス

で
脱
藩
し
て
い
っ
た
※

道
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
、
歴
史
研
究
家
・
春
野
公
麻

呂
氏
（
高
知
市
春
野
町
）
の
調
査

に
よ
り
、
坂
本
龍
馬
も
こ
の
道
の

一
部
を
通
り
、
旧
吾
川
村
と
の
県

境
の
旧
柳
谷
村
岩
川
（
愛
媛
県
久

万
高
原
町
中
津
）
の
旅
籠
「
板
屋
」

（
亀
井
家
）〔
図
中
☆
印
〕
に
泊
ま

っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
地
元
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

当
時
岩
川
は
、
久
万
街
道
の
宿
場

町
で
、
宿
屋
・
酒
屋
・
湯
場
な
ど

が
あ
っ
て
賑
っ
て
い
て
、
信
吾
も

脱
藩
の
時
こ
こ
に
泊
っ
た
と
自
ら

の
手
紙
に
記
し
て
い
る
。
龍
馬
が

滞
在
し
た
の
は
、
亀
井
茲
久

こ
れ
ひ
さ

（
平

成
20
年
84
歳
で
死
去
）
の
父
・
伝つ

と
む

の
代
か
、
も
し
く
は
さ
ら
に
そ
の

父
・
六
蔵
の
代
の
こ
と
ら
し
い
。

た
だ
し
、
土
佐
か
ら
の
出
国
時
な

の
か
、
伊
予
か
ら
の
入
国
時
な
の

か
、
ま
た
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て

も
全
く
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、

岩
川
に
行
く
に
は

「
三
嶽
越
」
を
通
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、”
三
嶽
古
道
“
を

も
通
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

横
倉
山
は
、古
く
は

「
三み

嶽た
け

山さ
ん

」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。そ
れ
は
、横
倉

山
に
あ
る
三
つ
の
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
た
険
し
い
岩

場
で
あ
る
”
嶽た

け

“
―

日
向

ひ
む
か

の
嶽
（
カ
ブ
ト

嶽
）・
日
室

ひ
む
ろ

の
嶽（
馬
鹿

試
し
）・
日
置

ひ
お
き

の
嶽（
住

吉
）―
に
由
来
す
る
。こ

れ
ら
は
、
ご
承
知
の
通

り
「
横
倉
山
修
験
道
」

に
お
け
る
鎖
禅
定

く
さ
り
ぜ
ん
じ
ょ
う
や

捨
身
行

す
て
み
ぎ
ょ
う

な
ど
を
行
っ

た
主
な
行
場
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、安
徳
天
皇
ゆ
か
り

の
古
道
を
近
年
”三
嶽
古
道
“と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

”三
嶽
古
道
“
は
、
文
徳
か
ら

横
倉
山
系
の
尾
根
伝
い
に
谷
山
に

至
る
道
「
三
嶽
越
」
と
ほ
ぼ
一
致

し
、
途
中
大
平
の
北
西
の
尾
根
で

文
徳
と
旧
仁
淀
村
森
を
結
ぶ
街
道

「
森
往
還

お
う
か
ん

」
と
合
流
す
る
。
か
つ

て
信
仰
の
深
か
っ
た
横
倉
宮
（
旧

御
嶽

み
た
け

神
社
）、
杉
原
神
社
へ
の
参

詣
道
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
旧
仁

淀
村
の
人
々
や
、
横
倉
山
西
部
の

大
平
・
内
野
・
栃
ノ
木
地
区
の

に
、
い
ろ
ん
な
昔
の
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
る
古
老
の
話
を
聞
き
、

埋
も
れ
た
資
料
を
発
掘
・
再
発
見

し
て
、
地
域
の
歴
史
が
風
化
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。”三

嶽
古
道
“
は
、
２
０
０
８

年
か
ら
越
知
平
家
会
や
越
知
町
役

場
企
画
課
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て

整
備
し
、
毎
年
「
三
嶽
古
道
を
歩

く
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。”三
嶽
古
道
“
に
ま
た

一
つ
新
た
な
魅
力
と
ロ
マ
ン
が
付

け
加
わ
っ
た
思
い
が
す
る
。

※
那
須
信
吾
が
実
兄
の
浜
田
金
治
に
宛

て
た
手
紙
に
は
そ
う
記
さ
れ
て
い
る

が
、
信
吾
は
東
津
野
村
に
宿
泊
し
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、”三
嶽

古
道
“
を
通
っ
て
い
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

た
だ
、
旧
仁
淀
村
の
森
か
ら
南
下
し

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
通
っ

た
可
能
性
も
全
く
否
定
は
で
き
な
い

よ
う
で
あ
る
（
春
野
公
麻
呂
氏
私

信
）。

〔
協
力
〕
今
回
の
調
査
に
際
し
て
は
、
地

元
の
矢
野
森も
り

氏
の
取
材
を
得
た
。

ま
た
、
久
万
街
道
の
ル
ー
ト
図
は
、

春
野
公
麻
呂
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井
敏
夫
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越�知�小�学�校�

記録に挑戦 北一陸上記録会！
ドッグスに習いました！

10月19日（金）に秋晴れの晴天の中、北一地区（越知
町・佐川町・日高村の8校）陸上記録会が開催されました。
5・6年生は、自己新記録達成に向け、元気に堂々と競技
を行い力いっぱい頑張りました。
今年は、ファイティング・ドッグスの選手、トレーナ
ーの方に、6月から3回も指導していただきました。走る
ための基本的な運動・走り方、専門のボール投げなどを
習いました。昼休みや放課後、体育の時間に気合いを入
れて一生懸命練習をしました。
当日の大会にも、ドッグスの方が応援に駆けつけてく
れました。子どもたちもその声援に後押しされ頑張りま
した。最後の400ｍリレーは、女子が1位で、水泳に続い
ての制覇です。男子は負傷者が出たため、惜しくも4位になりましたが、他にもたくさんの上位入賞者を
出すことができました。入賞を逃した子どもたちも自分の記録に挑戦し、自分を伸ばす喜びを感じたこと
でしょう。ご声援ありがとうございました。

上位入賞者の記録
100ｍ走 5年女子　　　　　 [2位] 小松　瑞季 16秒2

6年女子　　　　 [2位] 織田　優花 15秒7    [3位] 西　乃絵瑠 15秒8
6年男子　　　　　 [3位] 和田　力磨 15秒7

50ｍ走 5年男子　　　　　 [2位] 門田　　廉 8秒2        [3位] 若狭信之介 8秒4
走り幅跳び 5年男子　　　 [2位] 門田　　廉 3m64cm

6年女子 [1位] 織田　優花 3m71cm [2位] 片岡　柚葉 3m60cm
6年男子 [2位] 和田　力磨 3m64cm

60ｍハードル 5年男子 [3位] 門田　　廉 12秒0
6年女子 [3位] 能勢亜梨沙 12秒1

走り高跳び　 5年女子 [2位] 池野　光美 105cm
6年女子 [2位] 西村　真実 115cm
6年男子 [3位] 山尾　瑠哉 115cm

ソフトボール投げ 6年女子 [2位] 中山　詩彩 35m40cm [3位] 岡　　咲衣 34m10cm
6年男子　 [1位] 松村　侑亮 48m30cm [3位] 小野　宇見 46m50cm

400ｍリレー女子 [1位] 廣瀬　菜穂　能勢亜梨沙　織田　優花　西　乃絵瑠 1分3秒3

12月
6 日（木） 昔遊び大会
8 日（土） こんにゃく作り（4年）
11日（火） 町内お店見学（3年）
13日（木）

親子朝食作り教室（1年）14日（金）

21日（金） 期末懇談会
25日（火） 終業式

1月
8 日（火） 始業式
24日（木） 伝承遊びコンテスト

１2・1月の主な予定

10
月
14
日
、
付
近
の
住
民
の
方

が
、
３
区
町
道
笹
林
線
の
清
掃
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
、
自
主
的
に
清
掃

や
草
刈
り
を
行
っ
て
く
れ
て
お
り
、

こ
の
日
も
約
10
名
の
方
が
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
脇
の
斜
面
に

は
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
「
ヒ
メ
イ

ワ
ダ
レ
草
」
の
種
を
ま
き
、
今
で

は
、斜
面
全
体
に
広
が
っ
て
い
て
、

夏
に
は
、
一
面
に
小
さ
な
白
い
花

が
咲
く
そ
う
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
道
の
清
掃

い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

｝



和
鏡

わ
き
ょ
う

一
、
洲
浜
菊
双
雀
鏡

す
は
ま
ぎ
く
そ
う
じ
ゃ
く
き
ょ
う

一
面

二
、
蓬
莱
ほ
う
ら
い
（
双
雀

そ
う
じ
ゃ
く）
鏡き
ょ
う

一
面

三
、
洲
浜
菊
双
雀
鏡

す
は
ま
ぎ
く
そ
う
じ
ゃ
く
き
ょ
う

一
面
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ン
チ
で
あ
り
、
中
央
の
ヒ
モ
を
通

す
穴
が
あ
る
台
座
の
造
り
は
、
花

の
オ
シ
ベ
と
メ
シ
ベ
を
組
み
合
わ

せ
た
文
様
の
台
座
で
す
）

■
外
区

が
い
く

に
は
鋸
歯
文
帯

き
ょ
し
も
ん
た
い

と
堅
線

た
て
せ
ん

文

帯
を
持
つ
擬
漢
式
鏡

ぎ
か
ん
し
き
き
ょ
う

で
南
北
朝
時

代
の
作
と
み
て
よ
い
。

（
鏡
の
外
側
に
あ
た
る
文
様
は
、

ノ
コ
ギ
リ
の
歯
の
よ
う
に
と
が
っ

た
文
様
と
、
堅
線
を
重
ね
た
文
様

で
、
共
に
帯
状
と
な
っ
て
周
囲
を

め
ぐ
っ
て
お
り
、
中
国
の
鏡
を
ま

ね
て
日
本
で
造
ら
れ
た
鏡
で
、
南

北
朝
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
と
み

て
よ
い
で
し
ょ
う
）

二
、蓬
莱（
双
雀
）鏡

ほ
う
ら
い
そ
う
じ
ゃ
く
き
ょ
う

一
面

径
　
一
一
・
一
セ
ン
チ

室
町
時
代
前
期

（
蓬
莱
双
雀
鏡
が
一
面
あ
り
、

大
き
さ
は
径
一
一
・
一
セ
ン
チ

で
、室
町
時
代
始
め
の
も
の
で
す
）

越
知
町
の
文
化
財

越
知
史
談
会
No.16

は
じ
め
に

越
知
町
保
護
有
形
文
化
財
の
第

四
回
目
の
紹
介
と
な
り
ま
す
。

第
四
回
目
も
大
平
の
大
毘
羅
神

社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
和
鏡
わ
き
ょ
う

を
三

面
紹
介
し
ま
す
。

洲
浜
菊
双
雀
鏡
と
蓬
莱（
双
雀
）

鏡
そ
し
て
製
作
し
た
時
代
の
異
な

る
州
浜
菊
双
雀
鏡
で
す
。

造
ら
れ
た
時
代
は
南
北
朝
時
代

と
室
町
時
代
前
期
で
す
。

指
定
年
月
日
は
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
年
十
二
月
二
十
三

日
で
す
。

高
知
県
教
育
委
員
会
、
高
知
県

文
化
財
審
議
委
員
の
調
査
報
告
書

を
参
考
に
し
な
が
ら
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

（

）書
き
の
中
が
説
明
文
で
す
。

一
、
洲
浜
菊
双
雀
鏡
　
一
面

径
　
　
一
一
・
二
セ
ン
チ

南
北
朝
時
代

（
州
浜
菊
双
雀
鏡
が
一
面
あ
り
、

大
き
さ
は
一
一
・
二
セ
ン
チ
で
、

南
北
朝
時
代
の
も
の
で
す
）

○
州
浜
す
は
ま

…
土
砂
が
堆
積

た
い
せ
き

し
て
出
来

た
砂
州
さ

す

が
大
き
く
な
り
、
沿
岸
線

が
曲
線
的
な
出
入
り
の
あ
る
浜

辺
。

■
州
浜
に
生
え
る
菊
花
き
っ
か

を
描
き
、

そ
れ
に
双
雀
を
配
し
て
い
る
。

（
州
浜
に
生
え
る
菊
の
花
を
描
い

て
、
そ
れ
に
雀
を
二
羽
配
置
し
た

文
様
で
す
）

■
径
一
一
・
二
セ
ン
チ
、
縁ふ
ち

の
高

さ
〇
・
六
セ
ン
チ
、
花
蕊
座
鈕

は
な
し
べ
ざ
ち
ゅ
う

を

持
つ
。

（
鏡
の
大
き
さ
は
、
径
一
一
・
二

セ
ン
チ
で
縁
の
高
さ
は
〇
・
六
セ

■
直
角
縁
、
縁
の
高
さ
〇
・
八
セ

ン
チ
で
あ
る
。
外
区
に
二
重
の
堅

線
文
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
内
区
に
蓬

莱
文
様
を
表
し
て
い
る
。

（
縁
の
角
度
は
直
角
で
、
高
さ
は

〇
・
八
セ
ン
チ
で
す
。
鏡
の
外
側

に
あ
た
る
文
様
は
、
堅
線
を
二
重

に
重
ね
た
文
様
で
、
共
に
帯
状
と

な
っ
て
周
囲
を
め
ぐ
っ
て
お
り
、

内
側
は
蓬
莱
文
様
を
表
し
て
い
ま

す
）

■
擬
漢
式
鏡
で
亀
鈕
、
双
雀
を
持

ち
室
町
前
期
の
作
で
あ
る
。

（
擬
漢
式
の
鏡
で
亀
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
鈕
を
通
す
台
座
を
持
ち
、
二

羽
の
雀
を
描
い
た
文
様
で
、
室
町

時
代
前
期
に
造
ら
れ
た
も
の
で

す
）

三
、
洲
浜
菊
双
雀
鏡
　
一
面

径
　
　
八
・
二
セ
ン
チ

室
町
時
代
前
期

（
洲
浜
菊
双
雀
鏡
が
一
面
あ
り
、

大
き
さ
は
径
八
・
二
セ
ン
チ
で
、

室
町
時
代
始
め
の
も
の
で
す
）

■
小
型
鏡
で
直
角
縁
、
縁
の
高
さ

は
〇
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
外
区

に
二
重
の
堅
線
文
帯
を
め
ぐ
ら

し
、
内
区
に
は
州
浜
上
に
菊
花
を

一
面
に
配
し
、
そ
の
な
か
に
双
雀

文
も
入
れ
て
い
る
。
亀
座
鈕
で
室

町
時
代
、
そ
れ
も
前
半
期
の
作
と

み
て
よ
か
ろ
う
。

（
小
型
の
鏡
で
縁
の
角
度
は
直
角

と
な
っ
て
い
て
、
高
さ
は
〇
・
七

セ
ン
チ
で
す
。
鏡
の
外
側
に
あ
た

る
文
様
は
、
堅
線
を
二
重
に
重
ね

た
文
様
で
、
共
に
帯
状
と
な
っ
て

周
囲
を
め
ぐ
っ
て
お
り
、
内
側
に

は
洲
浜
の
上
に
菊
の
花
を
一
面
に

配
置
し
て
、
そ
の
中
に
二
羽
の
雀

も
描
き
、
さ
ら
に
亀
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
鈕
を
通
す
台
座
が
あ
り
ま

す
。
製
作
年
代
は
室
町
時
代
で
、

そ
れ
も
前
半
期
に
造
ら
れ
た
も
の

と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
）

※
用
語
の
解
説
は
前
回
ま
で
の
も

の
を
参
照
願
い
ま
す
。

続
く
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年末年始の交通安全運動�
実施期間　平成２４年１２月１０日（月）～平成２５年１月９日（水）�

１　子どもと高齢者の交通事故防止�
２　飲酒・暴走運転の根絶�
３　自転車の安全利用の促進�

　年末年始は、飲酒の機会が多くなることや交通量の増加などを原因として、交通事故の多発が予想さ�
れることから、県民一人ひとりが交通安全に対する意識を高め、交通ルールの遵守と正しい交通マナー�
を実践し、安全で安心な、人にやさしい交通環境をつくることにより、交通事故を防止することを目標とし�
ます。 �

年末年始は更新窓口が大変混み合います。       �
期限ギリギリになって慌てないように余裕を持って更新手続きを行ってください。       �
とくに、運転免許センターは混雑が予想されますので、更新手続きはぜひ、佐川警察署にお越しください。�

重
点
目
標�
→�

運転免許証の更新手続きはお早めに!!

『 未払いの賞金がある 』 という手紙にご注意を！�
　「賞金を獲得しているというハガキが届いた」「１億円を受け取れる権利が発生という封書が届いた」など、未払い
の賞金があるという手紙が届いたが、身に覚えがないという相談が多数寄せられています。このような手紙は主に、オ
ーストラリアやドイツ、香港、カナダなどからエアメールなどで送られてきますが、最近では中国も目立ちます。           

身に覚えのない賞金が支払われることは絶対にありません。�
甘い話には絶対に乗らないよう注意しましょう。�

○海外の宝くじは日本国内で買うだけでも違法です。絶対に手を出さないようにしましょう。�
○返信すると更なる個人情報が流れてしまう可能性があります。�
○信用できない相手にはクレジット番号などを絶対に教えないようにしましょう。�
○心配なときは、佐川警察署や消費生活センターなどに相談しましょう。�

県内�
事例�
①�

県内�
事例�
②�

　黄色封筒に赤枠で「最終通告」「即刻返信、絶対必須」と書かれた�
賞金支払通知書が届いた。 賞金額は２億３２００万円以上、請求書に�
クレジットカード番号を記入して返信するようにと書いてある。�
「再送」となっているが、今までに届いたことはない。�
消印は中国となっている。      （７０代・女性） �

   海外から緊急現金賞金１６，３４４，３２４円を獲得している。      �
これが最終通知というハガキが届いた。  (６０代・女性）�

対策�

近
ご
ろ
、
商
店
街
筋
を
、
法
定

速
度
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

て
走
行
す
る
車
両
が
あ
り
、
近
隣

住
民
か
ら
、
不
安
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

県
外
で
は
、
登
校
中
の
児
童
の

列
に
、車
両
が
突
っ
込
む
と
い
う
、

た
い
へ
ん
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
時
間

に
余
裕
を
も
ち
、
交
通
ル
ー
ル
を

よ
く
守
り
、
周
囲
の
状
況
に
配
慮

し
た
運
転
を
心
が
け
、
交
通
マ
ナ

ー
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

事
故
の
な
い
、
安
心
・
安
全
な

街
づ
く
り
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す

ぎ
は
重
大
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
！



住
所

１
　
区

6

区

９
　
区

９
　
区

10

区

10

区

五
葉
荘

南
片
岡
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氏
　
　
　
名

山
中
　
楠
意

�
平
　
清
志

山
本
　
正
義

矢
田
須
磨
子

西
川
　
　
彰

水
口
紀
久
雄

山
本
　
初
子

岡
林
　
芳
子

（
子
ど
も
）

◇
雪
だ
る
ま
の
ひ
み
つ

ル
ー
ス・エ
イ
ン
ズ
ワ
ー
ス

作

◇
ゆ
き
だ
る
ま
の
か
ぞ
え
う
た

ひ
ろ
か
わ
　
さ
え
こ
　
作

◇
カ
ッ
タ
ー
１
本
で
は
じ
め
る
！

プ
チ
か
わ
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ

立
澤
　
あ
さ
み
　
作

◇
ク
レ
ヨ
ン
王
国
の
花
ウ
サ
ギ

徳
永
　
怜
三
　
作

◇
ク
リ
ス
マ
ス
の
ふ
し
ぎ
な
は
こ

長
谷
川
　
康
男
　
作

◇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
２
）
ク
リ
ス
マ
　

ス
ま
ち
が
い
さ
が
し
え
ほ
ん

藤
本
　
真
　
作

◇
サ
ン
タ
さ
ん
の
い
た
ず
ら
っ
こ
リ
ス
ト

ロ
ー
レ
ン
ス・デ
イ
ヴ
ィッ
ト
作

◇
あ
の
ね
サ
ン
タ
さ
ん
の
国
で
は
ね

嘉
納
　
純
子
　
作

◇
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
き
た
て
が
み

た
ん
の
　
ゆ
き
こ
　
作

◇
ゆ
か
い
な
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
の

ク
リ
ス
マ
ス

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ア
ル
バ
ー
グ
作

◇
さ
む
が
り
や
の
サ
ン
タ

レ
イ
モ
ン
ド・ブ
リ
ッ
グ
ス

作

◇
ま
る
ご
と
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

コ
ダ
シ
　
マ
ア
コ
　
作

お
知
ら
せ

12
月
28
日
（
金
）
か
ら
耐
震
工

事
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め

当
分
の
間
休
館
い
た
し
ま
す
。

貸
出
中
の
本
は
、
役
場
の
住
民

課
前
に
返
却
箱
を
準
備
い
た
し
ま

す
の
で
、
役
場
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

町
民
の
動
き

お
く
や
み

　 
本
の
森
�

図
書
館
だ
よ
り

10
月
届
け
出
分

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

人　口

男

女

世帯数

6,343（△ 7 ）

2,953（△ 4 ）

3,390（△ 3 ）

2,966（△ 2 ）

出生

死亡

転入

転出

3

8

6

8

（11月1日現在）

「
ペ
コ
ペ
コ
ざ
か
な
」

菅
野
　
由
美
子
　
作

お
な
か
が
ペ
コ
ペ
コ
の
魚
が
、

赤
い
小
魚
、
サ
ワ
ガ
ニ
、
イ
カ
、

光
る
魚
を
食
べ
て
い
く
と
、
身
体

が
赤
く
な
っ
た
り
、
ひ
れ
が
ハ
サ

ミ
に
な
っ
た
り
…
。
魚
の
お
腹
の

中
を
穴
あ
き
の
仕
掛
け
で
楽
し
む

絵
本
。

新
着
図
書

（
一
般
）

◇
美
し
い
お
せ
ち
と
お
も
て
な
し

正
月
料
理

主
婦
の
友
社

◇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち

の
物
語

大
野
　
益
弘
　
著

◇
お
友
だ
ち
か
ら
お
願
い
し
ま
す

三
浦
　
し
を
ん
　
著

◇
大
地
震
が
再
び
日
本
を
襲
う

進
村
　
耕
喜
　
著

◇
生
き
る
悪
知
恵
、
正
し
く
な
い

け
ど
役
に
立
つ
60
の
ヒ
ン
ト

西
原
　
理
恵
子
　
著

◇
早
わ
か
り
・
丸
わ
か
り
・
本
当

に
安
心
な
「
保
険
の
選
び
方
・

見
直
し
か
た
」

清
水
　
香
　
著

◇
お
も
か
げ
復
元
師

笹
原
　
留
依
子
　
著

「
先
生
の
お
庭
番
」

朝
井
　
ま
か
て
　
著

長
崎
の
出
島
を
舞
台
に
、
シ
ー

ボ
ル
ト
に
仕
え
た
若
き
庭
師
の
奮

闘
物
語
。
土
と
草
花
を
通
し
て
、

日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で
き

る
人
情
時
代
小
説
。

子
ど
も
の
本

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
か
い
も
の
」

た
し
ろ
　
ち
さ
と
　
作

ク
リ
ス
マ
ス
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た

気
持
ち
を
と
じ
こ
め
た
美
し
い
絵

本
。い

っ
し
ょ
に
お
買
い
物
を
楽
し

ん
で
ね
！

開
館
日
時

火
〜
金
曜
　

午
前
11
時
〜
午
後
6
時

土
、
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
凸
凹
サ
バ
ン
ナ
」

玖
村
　
ま
ゆ
み
　
著

ち
ょ
っ
と
ワ
ケ
ア
リ
の
法
律
事

務
所
を
開
業
し
た
田
中
貞
夫
に

は
、
奇
妙
な
依
頼
が
集
ま
っ
て
く

る
。
事
件
で
心
が
温
ま
る
？
江
戸

川
乱
歩
賞
受
賞
第
一
作
。



日

3

4

6

日

1

2

6

7

10

11

13

14

17

18

20

21

25

曜日

土

日

木

金

月

火

木

金

月

火

木

金

火

種　　　　　目

新成人の集い

犬猫引取日

新春　囲碁・将棋大会

備　考種　　　　　目 場　　所 集合時間など

備　考

17ページ参照

18ページ参照

集合時間など

10：00～

8：30～ 9：15

9：30～

場　　所

町民会館

役場

町民会館

曜日

木

金

日

行

事

カ

レ

ン

ダ

ー

対象Ｈ23.1.1～Ｈ23.6.30生

対象Ｈ22.7.1～Ｈ22.8.31生

ＪＡコスモス

19ページ参照

社会福祉協議会

19ページ参照

ＪＡコスモス

19ページ参照

ＪＡコスモス

19ページ参照

社会福祉協議会
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１才６ケ月児健診

２才児健診

ミニデイ（鎌井田）

人権無料相談

なかよしひろば

「お店屋さんごっこ」

犬猫引取日

ミニデイ（桐見川1区・南ノ川地区）

園庭開放

☆クリスマスの飾りを楽しもう☆

ミニデイ（五味）

なかよしひろば

「誕生会を楽しもう」

健康相談

犬猫引取日

ミニデイ（日ノ浦）

なかよしひろば　☆特別企画☆

「合同クリスマス会」

健康相談

あいさつ運動

健康相談

ミニデイ（桐見川2区）

12
月 ＪＡコスモス越知支所

保健福祉センター

鎌井田老人里の家

保健福祉センター

越知保育園

役場

桐見ふれあいの里

越知幼稚園

五味集会所

越知保育園

筏津集会所

役場

日ノ浦集会所

越知保育園

中大平公民館

役場前

宮ヶ奈路集会所

桐見川公民館

13：30～

13：45～

10：00～

10：00～15：00

9：30～正午

8：30～ 9：15

10：00～13：00

9：30～11：00

13：30～

9：30～正午

13：30～

8：30～ 9：15

9：30～

9：30～正午

10：00～

7：40～ 8：15

9：40～

10：00～13：00

九
時
の
チ
ャ
イ
ム
「
き
ら
き
ら
星
」
に
変
わ
り
た
り

ふ
と
口
ず
さ
む
も
歌
詞
は
お
ぼ
ろ
げ

益
　
　
法
子

「
ガ
、
ガ
、
ガ
、
ガ
」
思
い
出
せ
な
い
薬
の
名
店
頭
で

鳴
く
ア
ヒ
ル
の
私

岡
本
佐
江
子

己
が
番
待
つ
か
の
よ
う
に
刈
ら
れ
ゆ
く
稲
は
次
々
ド

ミ
ノ
倒
し
に

山
本
　
紗
世

今
日
も
ま
た
話
し
相
手
は
訪
れ
ず
小
谷
を
流
れ
る
水

音
ば
か
り

吉
良
　
　
武

卓
の
上
の
二
つ
の
小
夏
相
詠
ふ
「
海
風
」
の
人
「
温

石
」
の
人

井
上
善
三
郎

日
溜
り
の
背
に
あ
た
た
か
く
読
む
本
の
う
と
う
と
揺

れ
て
初
恋
の
人

井
上
　
る
み

回
覧
板
持
ち
て
ゆ
く
路
地
ひ
と
住
ま
ぬ
庭
よ
り
匂
う

木
犀
の
花

結
城
多
良
子

水
槽
に
落
ち
く
る
沢
蟹
共
食
い
の
果
て
に
残
れ
る
ハ

サ
ミ
の
幾
つ

宮
橋
　
敏
機

○
鑑
賞
歌

の
ど
赤
き
玄
鳥

つ
ば
く
ら
め
ふ
た
つ
屋
梁
は

り

に
ゐ
て
垂
乳
根

た
ら
ち
ね

の
母
は

死
に
た
ま
ふ
な
り

斉
藤
　
茂
吉

わ
が
胎は

ら

よ
り
出
で
た
る
者
を
何
の
そ
の
と
妻
は
た
め

ら
は
ず
子
供
の
日
記
讀
む

柴
生
田
　
稔

◎
会
員
募
集

初
心
者
も
ベ
テ
ラ
ン
も
大
歓
迎
。
共
に
楽
し
む
越
知
短
歌
同
好
会

へ
ど
う
ぞ
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
…
越
知
町
野
老
山
1
0
8
4

宮
橋
　
敏
機

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6
―
3
5
2
5

1
月
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11
月
13
日
、
越
知
幼
稚
園
・
越

知
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
西
町
の

織
田
金
物
店
か
ら
役
場
ま
で
の
区

間
、
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
防
火
パ
レ
ー
ド
は
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
に
あ
わ

せ
て
行
っ
た
も
の
で
、
町
民
の
防

火
意
識
の
啓
蒙
・
啓
発
と
、
火
災

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
は
、
太
鼓
や
シ
ン
バ

ル
な
ど
の
楽
器
で
演
奏
し
な
が

ら
、「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

地
区
民
運
動
会
が
10
月
７
日

に
、
野
老
山
地
区
、
10
月
21
日
に
、

明
治
地
区
、
横
畠
地
区
、
11
月
11

日
に
、
大
桐
地
区
で
開
催
さ
れ
、

全
地
区
、無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

の
ど
か
な
山
間
地
域
に
、
老
若

男
女
や
越
知
中
学
校
の
生
徒
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
各
地
区
と

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

競
技
中
は
、
温
か
い
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
の
び
の
び
と
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
、
準
備
や
後
始

末
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
た
ち

と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

野
老
山
地
区
で
は
、
井
上
公
民

館
長
か
ら
、「
現
在
休
校
中
の
野

老
山
小
学
校
が
本
年
度
を
も
っ
て

閉
校
し
、
４
月
か
ら
は
野
老
山
公

民
館
と
し
て
新
た
な
出
発
の
準
備

を
行
っ
て
い
る
」
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

地
区
運
動
会
大
盛
況
！


